
6B人間観

6-1.人間の分類

6-1-1.性と年齢による分類

ティネシ teynesi(生後まもないような赤ん坊)｡マッカチ matkaci(女の子)｡ヘカチ

hekaci(男の子)0

[北野ハル氏]

生後間もない1才過ぎる頃までの赤ん坊をティネシ teynesi という｡2才位の男の子は-

カチ hekaci､女の子ならマッカチ matkaci という｡イランマカカアン ボン マッカチ

iranmakakaanponmatkaci(きれいな女の子)とか言 うolO何才にもなったような女の子

にもマッカチ matkaci と言える｡

[北野-ル氏]

アチャボ acapo｢おじさん｣はエカシより若い人を言う｡アチャボと言えば60過ぎた人のこ

とを言う｡エカシは70過ぎの人のことを言 う｡50位だったら若いアチャボと言うだろう｡

自分のじいさんのイタクパラカエカシ itakparakaekasi と喧嘩したおじさんは60位だった

と思 う｡そのおじさんはきかない人であった｡まず自分の言うことを聞け､というような人だっ

たOシャモの言葉や法律を知っている人ははばをきかせて町内の頭になることが多かったo(千

歳編 6-3参照)

50歳位の女はメノコ 1menOko と言う｡昔は女は辛口のひとつもきけず､本当に哀れなもの

であった｡

[北野ハル氏〕

オンネマッ OnnCmat は女の年寄り､オンネタル Onnekurは男の年寄り｡

[北野ハル氏〕

6-1-2.技能と性格による分類

ラメ トク コロ クル rametOkkorkur は ｢度胸のある人｣ということ｡クマにかかって

いくような人のこと｡

[北野ハル氏]

イヌエ il1uyC は彫刻すること｡イヌユ ニアシカイ inuyeeaskay｢彫物がうまい｣o

[北野ハル氏]

オッチネ クル OtCinekur は､｢人前で物を言えないような人｣｡

アシカイ メノコ askaymenoko は､｢針仕事のうまい女｣｡

アシカィ クル aSkaykur は､｢彫物がうまい人｣のことではないか｡
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[北野ハル氏]

ニ トコ トウシマク etokotusmak は､｢(先回りしてしゃべること)でしゃばること｣｡

[石田ナカ氏]

ウェンシサム wenSisam 心の悪い和人

[北野ハル氏]

8つか9つのころ､叔父の家に守っ子 (子守)に出されたO叔父は､川で漁をするとき､良

く舟に乗せてくれた｡叔父が言 うには､｢お前は､シノカッケマッ Sinokatkemat(本当の淑

女)で､カシ イソウシ フミ メノコ kasiisoushumimenoko (漁に恵まれた女)だ｡

ボン カッケマッ チポソッタ ア ワ アン ponkatkematciposottaawaan(お嬢さん

が舟尻に座っている)すれば､カシイソウシ kasiisous(漁に恵まれる)するから､イソウン

isoun(えびすがきく)するから､舟の縁をつかんで川さ落ちないように｣とのことだが,今

考えれば､私を舟に乗せたのは､舟が安定したからだと思うoLかし､大きくなっても私がイ

ニ トウヌシ ietunus(ともとりする､舟の尻に乗る)だけで魚が寄った｡人によっては､魚が

寄らない事もある｡(千歳編5-1-2参照)

[北野ハル氏]

魚を取 りに行っても､気が荒い人が船頭すると魚が逃げる｡

[白沢ナベ氏〕

正月のお祭り (カムイノミ kamuynomi とだけ言っていた)は､出来る人は毎年やるが､

できない人もいるものだ､と私の父は言っていた｡

祭りもできない人のことを､シンリッ ノミ カ コヤイランペ ウテク ウェンクル Sinn't

nomikakoyayranpewtekwenkur(先祖を祭ることもわからない貧乏人)と名付けられる､

と父は言っていた｡イナウチパ カ コル カ コヤイランペ クテク､シンリッ ノミ カ

コヤイランペ ウテク ウェンクル inawcipakakorkakoyayrallpeWtek,sinritnomika

koyayranpewtekwenkur(祭壇を持つこともわからない､先祖を祭ることもわからない貧乏人)

とも言う｡イナウチパ アシ カ コヤイランペ ゥテク inawcipaasikakoyayranpewtek(質

壇を立てることもわからない)とも言う｡(千歳編 7-12-1参照)シンリッ イチヤルパ カ

コヤイランペ ウテク Sinriticarpakakoyayranpewtek(先祖供養もわからない)などとも

言う｡(千歳編 6-5-6参照)

ウェンクル Wenkur の反対は､ニシバ nispa と言 うOニシバはなんでもできる人のこ

と｡ウェンクル Wenkur は トランネ toranne(なまける) して､ネプキ nepki(働く)

しないから､家族を養 うこともできない｡ウェンクルは自分の炉に祈るくらいはするかもしれ

ないが､マタギにもいけないような弱い人だから､人を呼んでお祭りなどできない｡

[白沢ナベ氏]

イソンクル isonkur は､クマでもシカでも魚でもどんどんそばに寄って来るみたいな人の

ことを言 う｡
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[白沢ナベ氏]

イソンニシバ isonnispa(金持ち)という言葉もあるOイソンクル isonkur とニシバ

nispa は両方とも金持ちのことだ｡

〔白沢ナベ氏]

オンネフチ ウェンフチ onnehdciwenhdci(年寄りパパ､貧乏パパ)は悪口だ｡

[白沢ナベ氏]

6-1-3.身分 ･家系による分類

明治44年8月21日ランコシに生れる｡北野ハル氏の妹｡親の代からランコシに住んでいる｡

3歳のとき母を亡くし､祖母に育てられたが､祖母も母の後､まもなくして亡くなる｡祖父は､

早くに亡くなっていて､いなかった｡父はあかし (灯り)でアキアジをとる達者な人で､84歳

で亡くなったOマルシン､シンポ､フジヤなどの和人の親方に可愛がられ､馬の世話などして

いた｡

[石田ナカ氏]

明治39年6月28日ランコシに生れる｡石田ナカ氏の姉｡8つ､9つから子守に出されて後､

馬くろう､農家､山子のシサム Sisam r和人｣のところに奉公に行った｡

[北野ハル氏〕

明治38年､蘭越 (ランコウシ rankowsi)で生れる｡小田喜与作氏の姉である｡父も蘭越生

れだと思 う｡母はオサツで生れた｡母は28歳でなくなり､その後祖母に育てられた｡祖母は､

同じ家に住んでいたO父や母のアイヌ名は覚えていない｡私にはアイヌの名 (レ-- rihe)

はない｡

11か12歳から､ネシコシに2年子守にいき､さらに奉公に行き､蘭越を離れた｡その間育て

てくれた祖母が亡くなった｡19歳で山仕事をしていた恵庭の人と結婚し､恵庭に5年住んだ｡

その後､弟の喜与作氏に土地を譲られて蘭越に住むようになった｡

家には､シントコがたくさんあったが､これらの宝物は父と父の兄弟が分けて相続した｡

[山川キク氏]

私は生まれたのは明治38年6月だが､戸籍は明治39年3月15日になっている｡

[白沢ナベ氏]

イソンクル サニケ isonkursanike は､なんでもとれる人の ｢まき｣(子供)という意味

だ｡ウェンクル サニ Wenkursarli はすごい悪口だ｡｢この貧乏野郎｣という意味だ｡

[白沢ナベ氏]

サニ Sani も､サニケ sanike も意味は同じoサンリリ sanrir という言葉はしらな

いOサピキリ Sapikir という言葉もあるO子供のことをサピキリというO私の子供なら､ナ

ベ サピキリ nabesapikir･i と言うO息子やら娘やらのことO

[白沢ナベ氏]

シンナ チセ カラ Sinnacisekar(別に家を作る)は親の家を離れて独立すること｡親が
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いい人なら子供に家も作ってやるが､そうでなければ子供が自分で作らねばならない｡親がだ

めだと子供も何もできないからたい-んだ｡

[白沢ナベ氏〕

クマでもシカでも歩くのはここだと親が教えるのでその子供もいいシカやクマがとれる｡魚

とりにいってもいい魚ばかりとる｡余ると干していぶせば何年も持つ0

[白沢ナベ氏〕

6-1-4.親族名称

クミッポホ ku-mitpoho は､｢私の孫｣ということ｡

[北野ハル氏]

クマッネポ ku-matnepo は私の娘､クポホ ku-poho は私の息子ということ｡

[北野ハル氏〕

マッカルク matkarku は姪のこと｡カルク karku は甥のことだとおもうがわからない｡

[北野ハル氏〕

イ リワク iIWak ～ イ リワキヒ irwakihi兄弟｡

おにいさんはクエポ ku=yupo という｡おねえさんはクサボ ku=sapo､弟はクアキ ku

-aki という｡妹はクマタキ ku-mataki とか言う｡トウレシ turcsi も妹の意味｡マタキ

とトタレシは似た意味だ｡

[北野ハル氏〕

いとこはウサタイ リワク uSatairwak というO男にも女にも言う｡

[北野ハル氏]

いとこ同士でウコロ (結婚する)すると､変った子ができるなどということがあった｡兄弟

の子が結婚したり､姉妹の子が結婚するとよくないO(千歳編6-5-1参照)

〔石田ナカ氏]

アアンテ ホク a=alltehoku は､昔のほんとの言葉で旦那のこと｡

[北野ハル氏]

｢父｣をハポ h毎O という｡

[石田ナカ氏〕

｢母｣を トット totto という｡

[北野ハル氏]

おじさんはアチャボ acapo という｡おばさんはウナルペ unarpe という｡｢おまえのお

ばさん｣は､エウナルペ e-unarpe というのかもしれないが､わからない｡ニコル ウナル

ペ e-korunarpe と言う方がいいかもしれない｡エウナルペは少し痛い目の言い方になると

思うOェコル アチャボ e=koracapo は rおまえのおじさん｣ということO

[北野ハル氏]

祖母 フチ hdci｡マッタフチ mattahtlCi､マッタエカシ mattackasi という言葉はあ
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るがどれ くらい前の人をいうのかわからない｡後ろのおばあさん､後ろのおじいさん､という

ような意味だと思う｡

[北野ハル氏〕

6-3.人名

私の母はウレンマタン urenmatan という名だったOウレ ure は足のことだが､全体の

意味はよくわからない｡歩き方がすなおで可愛いから付けたと聞いたことがあるO

[北野ハル氏]

私の父の和人名はカンタチといったが､アイヌ名 (アイヌレ-- aynur8he)は､ウキリカ

ukirka といった.カンタチというのは､麹 (カムタチ kamtaci)にたとえ､長く考える

性格であったので付けた｡

〔石田ナカ氏〕

私たちの祖母の名前は､ミナレ minare といった｡人によっては､ミナリ minari と呼

ぶ人もいた｡

[北野ハル氏]

祖父と若いおじさんが喧嘩した｡すると､若い方が､じいさんのことを呼び捨てにして､｢な

に､この､イタクパラカ itakparka､ぶんなぐるぞ｣と言っていたのを聞いた｡あんな年寄 り

にこんなこと言う､と､子供心にびっくりしたので､いまだに忘れない｡家に帰って母親に言

うと､エエカシヒ レ- アオサ トウイェ ハウェ ネ ワ e-ekasihirehea-osatuyehawe

newa｢おまえのじいさんの名を呼び捨てにしたのだ｣と言っていた｡その時初めておじいさん

の名前がわかったO普段､エカシの名を口にするようなことはなかったC喧嘩になったからわ

かったOイタクパラカニカシ､と､エカシ (おじいさん)という言葉を付けて言えばオサ トウ

イェ osatuye (呼び捨て)したことにならないとおもうo(千歳編6-1-1参照)

[北野ハル氏]

6-4.身体の世話

6-4-3.病気と治療

私の兄は､バチェラーさんの所で､薪を切ったりしていた｡従兄が病気で倒れたので､札幌

まで連れてついていった｡アイヌ イノンノイタク ネノ ハウェアン コロ イノンノイタ

ク aynuinonnoitakilenOhawe-ankorinonnoitak (アイヌが祈るみたいに言って祈る)

するエカシ ekasi(じいさん)だと誉めていたO

[白沢ナベ氏〕

バチェラ-さんは病人がいるとイナウ inaw こさえて (作って)夜も昼もタンクル アナ

ク ク ポホ ネ ナ シクヌレ ワ エンコレヤン tankuranakku-pohonena.siknure
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waen-koreyan てイノンノイタク inonnoitak してなおしてくれたんだと｡子どもの時に

聞きました｡

[白沢ナベ氏]

6-4-4.風呂

水浴びしているのは見たことがない｡カワエビ取りやキナ kina(ガマ)取りに行って川に

入ることはあったが｡

レト田イ ト氏〕

6-4-5.お守り･まじない

カシキク kasikik とは､タクサ takusa でお払いのため､体をたたくこと｡自分達の父

親がやっていたのを見た｡

死人の出た家の人をはらうのはササのタクサ takusa ではない｡ヨモギか､ソコニ SOkolli

(ニワトコ)の枝ではらう｡(千歳編6-5-6参照)

人の呪いとか､悪い､強い思いを被ったとか､そいういうことで悩んでいる人をカシキク

kasikik する時に使 うイナウ(?)があった｡そのイナウはチュクペニ Cukupeni(エンジュ)

で作った｡ソコニと混ぜて使ってお払いをする｡

[石田ナカ､北野ハル氏〕

6-4-6.禁忌

口笛はマウシP mawSiro と言う｡夜は口笛を吹いてはいけなかった｡女は口笛を吹かな

いO口笛で合図するということは聞いたことがないo男が歩きながら何か物思いしながら吹く

ものだと思う｡

[石田ナカ氏]

神窓 (ロルンプヤラ rorunpuyar)は､｢お目様の出る方向｣にある｡その外にイナウチパ

inaw cipa(祭壇)がある｡この窓は､拝む (ノミ n(imi)神が出入 りするところだから､

女は近寄らない｡ふだんは閉めてあり､何か心配事があってカムイノミ kamuyr10mi をする

とき､家の主人 (チセコロクル Cisekorkur)が開けるものだ｡カムイノミが終ったら､チセ

コロクル自身が窓を閉めるo神窓の附近を汚したら､イテキ ネノ イキパ ヤン ! itekin6no

ikipayan!｢そんなことするな｣(子供達に向って｡子供が一人なら､イテキ ネノ イキ !

itekin(…noiki!という)といって叱られた｡

[山川キク氏]

シカの肉については法度はなかったようだが､クマの肉だけには法度があった｡よくよくコ

タンコロクル kotankorkur(村長)が根性のいい人なら､山のクマの神様は見てその村長に

よくしてくれる｡クマから肉もらって食べているから人間の側からも立派な行いをやってみせ

る｡シカはいっぱいいるからあまり大事にしない｡(千歳編4-3-1参照)

法度を破るとクマの神は肉を運んで来てくれなくなる｡だから､そういうときはイナウをこ
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しらえてわけを言って､間違ったことしてごめんなさい､とお酒もあげる｡すごくきびしいら

しい｡(千歳編 7-2参照)

法度にあたるアイヌ語は忘れたが､法度を犯すと女でも男でもトィコキクキク toykokikkik

(ぶんなぐる)されるO女だと､このパウチコロペ､ウェンホイヨプ pawcikorpe,wenhoyyop

と言って叩かれる｡

[白沢ナベ氏]

6-4-9.守神

女には､一人一人､守り神 (メノコカシカムイ menOkokAsikamuy)が付いていて､女の

体に付いているという｡だから､｢あていな｣(ていねいな)女は､酒の残り (パケシ p畠kes)

をもらったら､飲む前に､自分の衿首に酒を付ける｡これは,自分の守り神に ｢威勢をつける｣

(元気付ける)ためだ｡男にも守り神がいるのだろうが､男はそういうことをしないOカムイ

ノミ kamuynomi をして､直接神に物を言えるからだ｡(千歳編6-5-8参照)

[北野ハル氏]

6-5.人の一生

6-5-1.恋愛と結婚

｢結婚｣というアイヌ語は忘れたが､ウオシクコテ uosikkote というのは､｢好きで一緒

になる｣という意味だO千歳のアイヌは､｢すきづれ｣(好きで一緒になった夫婦)が多かったo

また､クコP ukor という言葉もあった｡いとこ同士でウコロ (結婚する)すると､変った

子ができるなどということがあった｡兄弟の子が結婚したり､姉妹の子が結婚するとよくない｡

金持の男は､いいなづけに飾 り金(シ トキ sitoki)の付いたタマサィ tamasay を贈った｡

女から男に何かを贈るというのは､聞いたことがない｡

[石田ナカ氏]

炉の上座(ロツタ rotta､エロンネ eronne)に､世話役と新郎新婦が膳(オッチケ otcike､

鉢 (patciパッチ)を挟み､向いあって (ウペカノ upekano)座るo世話役は着座 (ェシソ

esiso)の方に､新郎新婦は左座の方に座る｡まず､世話役がタカイサラ takaysara(高杯)､

トウキ tuki(柿)､パスイ paSuy(箸)を手に持ち火の神(アペフチカムイ apehucikamuy)

に二人が結婚するということを話す｡世話役は､カムイノミ kamuynomi のために､誰それ

新郎 新婦

△ ○
オッチケ

ェ｡ンネ ロ

二 二

ウ トゥンネ

△

世話役 エシソン

図 1.結婚式の座 (新郎新婦の両親などの座は不明)
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はエキムネ ekimne の神 (狩の神 [?〕)､誰それはペ トルン petorun の神 (州の神)に

というように､臨席している人たちに祈る神を指定する｡次に世話役は､新郎に トウキを渡す｡

新郎は､トウキの酒を飲み､それを新婦に渡し､新婦は残った酒を飲む｡最後に残った酒はパッ

チにあけておく｡世話役はもう一度 トウキに酒を入れ､新郎新婦の両親に渡す (この順は､不

確かで､新郎新婦は後回しだったかもしれない)｡

カムイノミが終ったあと､新郎新婦の両親は､残った酒 (火の神に祈った世話役のパケシ

p紘es｢酒の残 り｣) を r仏｣(先祖)に捧げる｡炉の下手 (アペケシ aPCke)の炉緑木 (イヌ

ンペ inunpe)のそばの灰の上 (アペケシウトウル apekesutur)に酒をふり注ぐ (サケチ

クカ Sakecikka)oこれで先祖が酒を受け取ったことになるoふり注ぐ箇所に燥 (おき)を持っ

てくることはない｡ふ り注いだあとに残 りの酒を飲む｡

これらのことが終ったあと､お客らに酒がふるまわれるO酒をふるまわれた男は､裏にパケ

シをやるが､JLある妻たちは､それぞれの先祖に酒をふ り注ぐ (サケチクカ sakecikka)す

る｡

[石田ナカ氏]

(結婚式で女性が先祖に酒を捧げるさい､どうして炉の下手に酒を注ぐのかとの問いに)仏

(先祖)は､下がったとこにいるから､それにたとえているからだ｡(千歳編6-518参照)

家の外の幣棚 (ヌサ nusa)の端 (ケセケ keseke)にも､サケチクカ sakccikka｢酒を

ふり注ぐ｣するところがある (イナウチパ inawc短a の北東隅)Oヌサのない家では､イナウ

チパの北東隅の軒下のきれいなところにした｡クマ送 りの翌朝は､ここでイチヤルパ icarpa

(先祖供養)をする｡

[北野ハル氏]

また､｢あていな｣(ていねいな)女は､自分の衿首に酒を付ける｡これは､自分の守 り神 (メ

ノコカシカムイ menOkokasikamuy)に｢威勢をつける｣(元気付ける)ためだ｡(千歳福6-

4-9参照)

[北野ハル氏〕

私達夫婦が結婚式を挙げたときは､世話役の任は､私の父が果 した (サケコロ Sakekor

した)o夫の両親の代理として､夫の伯母が先祖に酒を捧げたO

[石田ナカ氏]

6-5-2.出産

トアン メノコ ホニヒ ポロ ノイネ アン ナ toanmenokohonihiporonoyncan

na(あの女､妊娠しているようだ)｡

生まれるのが近い場合はだめだけど､そうでなければ出歩いてもよかった｡クマ送 りも見に

歩いた｡

[北野ハル氏]

イクルル ikururu は､r産気付く｣ことだOヌワブ nuwap は､ハイ-､ハイ- (痛い､

- 3 2 -



痛い)とうなることOヤイラッ ノイネ イペ フミ カ ウェン yayratnoyneipehumi

kawen(つわりらしく､食べるのもつらそうだ)Oつわりなどで r吐くJ ことはア トウ atu

という｡

〔北野ハル氏〕

イランマカカ アン ボン マッカチ ャイコサンケ iranmakaka an pon rnatkaci

yaykosanke(きれいな女の子を産んだ).イランマカカ ボン -カチ ャイコサンケ iranrnakaka

ponhekaciyaykosanke(立派な男の子を産んだ)0

[北野ハル氏]

赤ちゃんが産まれると産湯で洗ってくるむ.産婆は年寄 りで上手な人を頼む｡手のきれいな､

手の柔らかいようなおばあちゃんがしないとだめだ､と言われていた｡そうでないと赤ちゃん

がけがをしたり､女のすそ (産道)を痛めることあるからだ｡産婆さん-のお礼はお金でなく､

首飾 りのいいものを手首に縛ってあげた｡

[北野ハル氏〕

お産が重い時､じいさんがプチカムイ hdcikamuy(火の神)に祈ることもあった｡金 (か

ね)の火箸 (アペ パスイ apepaSuy)を持って､じいさんが炉端に座って､カムイオロイタ

ク kamuyoroitak(神への祈 り)と言ってやる｡

カムイノミ kamuynomi(神を祭る)の時は一般に炉の灰をならして火箸を立ててするOトウ

キ tuki(柿)を持たなければいけないからだO火箸を持って祈る人もいたようだ0人によって

いろいろなや り方があったようだ｡

[北野ハル氏]

6-5-3.育児と教育

プンカラシンタ punkarsinta は､ぶどうのつるを曲げて作った､子供を寝かせるもののこ

と ｡

〔白沢ナベ氏]

私が6歳のころ､母が患ってベットのような寝床に寝ていた,部屋の中で踊ったりしていた

ら､ トアン -マンタ､ クイサム チキ マカナク イオロッ クニプ エネ チルイ パ

テク キ シリ アン! toan,hemanta,ku-isamcikimakanakiorotkunipeneciruypatek

kisiran!｢あれ､何だ､私が死んだら､なんとかして人に混じって生きていかなければならな

いものが､あんな悪さばかりする｣と言ってしかった (文末は､チルイ シリ アニ ! ciruy

sirani!チルイ シリ アニ アン! ciruyslr･anian! チルイ シリ アン ペ ! ciruy

siranpc! ともいう｡イオロツ iorot というのは､｢仲間に入る｣ ｢人の中をくぐる｣とい

うことだ)｡母はそのまま治らず亡くなった｡

[北野-ル氏]

私が何かで愚図っていると,祖母が椀 (イタンキ itank)を逆さにして床の上で回転させた｡

椀がパタンと音をたてて伏して止ると､ウムマ -ク ウムマ シク -プ ハブ ummahaw
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ummasikhaphap と唱えながら､顔をこしらえ､目を大きく開き､目玉をクリクリ回した｡

姉や兄も､私がぐずると ｢ウムマハ ク言 うど｣と言って私をおどした｡ウムマ ハ ク umma

haw とい うのは r馬の声J､ウムマ シク ummaSik というのは r馬の目Jのことで､納

屋につながれた馬の様子を言っている｡(ハブ hap とい うのは ｢怒る｣い うことか｡[北野ハ

ル氏])

[石田ナカ氏]

6-5-4.命名

昔は､赤ん坊が産まれてす ぐに名前をつけないものだ｡子供のそぶ りを見て名前をつけたも

のらしい｡一年もたってから付けることもあったO

[北野ハル氏]

6-5-6.葬礼と先祖供養

ある人がクマに襲われて逃げようとして木に上ったが､クマに引き落とされ殺されてしまっ

た｡クマにや られて死んだ人の義理のおばで､口の達者な (私の父の後妻)タキさんとい う名

の人がいた｡その女の人は､木のまわ りを周 りながら､木 と地面の神に談判 して歩いたそ うだ｡

アイヌイタク aynuitak で､｢どうして息子を助けてくれなかったのか｣､キム ソ カ タ

アン カムイ ネウン インカラ ワ オカ ワ エネ kimsokataankamuyn6uninkal~

waokawaene｢山にいる東の神よ､どこを見ていて､このようなことになったのか｣とか何

とか言って､その未のまわ りを三回まわって､リムセ コ ロ rimsckor(ホイホイ と掛け声を

出しながら踊る)して､ペ ゥタンケ コ ロ peWtankekor (高い声をあげる)したあと､死

体のそばにいって､みんな泣いているとこに行って泣いたんだっていうことだ｡

その人は女ながらすぼらしいバクェ トク pawetok(雄弁家)だった｡そこのじいさんが､｢メ

ノコ menOko(女)だから､そ うい うこと､おぼえているとおもわなかったが､うちのばあさ

んでなければこんなこと言えなかったべな､ケライ カッケマッ エネ クス keraykatkemat

e-nekusuJつて自慢 したの聞いたことある｡

[石田ナカ氏]

クマに殺されたときなど､皆で列を作 り､イケウェホムス ikewehomsu をする (ケウェ

ホムス kewehomsu ともいう)O男が先にフウオ huwo と言うと､女が後につけてウオーイ

woy と叫ぶ (高い声で女が叫ぶことをベ クタンケ pewtanke とい う.細い声でや り､遠

くまでよく届くol/ト田イ ト氏])｡人が死んで家に死体を運びに向か う時など死体持ってきた人々

がこのイケウェホムスを言った りもする｡(千歳編 9-3-3参照)

[石田ナカ氏]

クマに殺された人の死体を村に下げる時,運び手は家の前で並んでいる人達にペ ウタンケ

コ ロ peWtankekor(ペ ウタンケしながら)､ウムサ umusa(さす りあう)して､さらに死

体にカシキク kasikik(おはらい)､運び手 もカシキク kasikikして (ukakik お互いにお

払いしあ う)､初めて死体を家の内に入れたものだ｡現場に行かなかった村人もやってきて､ケ
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ウェホムス kewehomsu(｢たい-んだったね｣という意味の声だし)をした｡女達は､泣き

ながら慰めあった｡葬式は普通どおりに行かない｡ライチシカル rayCiskar もあった｡ライ

チシカルは､普通の泣き方と違 う泣き方だ｡

〔石田ナカ氏]

家の角のあたり､ミムタラ mimtar (外庭)と言われる所に､死人の出た家の人は､特別

なお払いをする｡太さ1寸､腰くらいの高さのソコニ SOkoni の棒を逆木に削った､ちょう

どチェホロカケプ cehorkakep のような棒(これをイカキクイナウ ikakikinaw と言う)

を門のように2列に立てて､その間を死人の出た家の家族が通る.お払いする人も一緒に通 り

ながら､タクサ takusa でフスサフスサ hussahussa と言いながら体を叩いてお払いを

する｡門を出てからもう一度頭から足まで叩いてお払いして終わりとする｡このお払いをイカ

キク ikakik(ウカキク ukakik とも)と言う｡西側から入って東側から出る｡お払いされ

た人は門を出たら被っているものを地面において家に入る｡カシキク kasikik(お払いのため

に体を叩く)した人は､最後にその被 り物をほろって家に入る｡

死人の出た家の人をお払いするときササのタクサ takusa ではなく､ヨモギか､ソコニ

sokoni(ニワトコ)の枝ではらう｡

[石田ナカ､北野ハル氏〕

北 一1 ---

｢

○

言 ｡○ 諸 芸霊誓 言,諾 li完 ,>-の杭

｡④ o

｡讐○ ④お払いを行なう人は､後ろ向きに進み､
⑳お払いを受ける人は前向きに進む｡

便所(アシンル)

図2.葬礼におけるお払い

カムイノミ kamuynomi｢拝み｣は､女に聞こえるような大きな声でしない｡声を大きく､

はっきり出して (ェサラ eSar)言うのは､亡くなった人を送るときで､あの世に行くよう､
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はっきりと言う｡余計なことを言わなかったということを他の人に示すためにそうする｡

[北野ハル､石田ナカ氏]

亡くなった人を埋葬して家に戻ってきたら､ミムタラ mimtar で(ミムタラ カタ mimtar

kata)お払い (ウカキク ukakik)をする｡そのとき､ミムタラ mimtar には､4本のイ

ナウが立てられるoミムタラは､イナウチパ inawcipa(祭壇)の南端にある ｢ごみ捨て場｣

であるOここに (ミムタラ オッタ mimtarotta)｢仏｣(亡くなった人)をあの世に運ぶ神

がいる｡

[石田ナカ氏]

この神をイルラカムイ irurakamuy｢送る神｣というと思う｡

レト田イ ト氏])

家送 り

チセオライテクカ ciseoraytekka といって､葬式の時に家を燃やすo女がウオーイ WOy

と言ったら､男はフォ huo といって､それを2､3回繰 り返す｡

火をつけるのはカムイノミ kamuynomi をした人だOポロ プヤル pOrOPuyar(大き

な窓)の方から先に燃やすようだった｡ガンどの皮に火を付けて放火する｡燃え残りの鍋など

は墓に持って行って置いて来たようだった｡火を付けるのは死人を墓に埋葬した後に行 う｡葬

式が終った後､何日かおいてから家を建てて燃やしたようだった｡作った家に傷をつけたかど

うかわからない｡家の向きも形も普通の家と変わらなかった｡

[北野ハル､石田ナカ氏]

女が死んだら小さい小屋を作ってもらい､それをあの世に持っていく｡今生きていれば88､

9歳になる姉が44､5歳で亡くなったとき､一間四方の家の作り､2､3人が中に入り､カムイ

ノミを行ない､その後で燃やした｡中には､炉も切ってあり (イヌンペ i11unpe｢炉緑木｣も

付いていた)､チタルペ citarpe も掛けられ､カケンチャ kakenca という竿に姉が着てい

た股が掛られていた｡また､小さなシントコ (ボンシントコ ponSintoko)もあった｡このよ

うにしたのは､姉の遺言があったからで､姉は妾で､先に亡くなった夫とその本妻が一緒になっ

ているから､自分の家が1軒ほしいと前から言っていたからだ｡ともに燃やして送る着物や椀

(イオルシ iorus)は､はさみ､小刀で傷を付けておいた｡このように女が亡くなったとき家

を送ることをチセオライテクカ ciseoraytekka という｡燃やすとき､女たちは,オーィ､オー

イと叫ぶ｡

世話役に当る男が ｢なになにの血統の者であるから､なになにの祖先 (プチ hdci)のもと

-曲りなく行くようにJ と仏に祈ったoこれをイヤイタクコテ iyaytakkote というO

[北野ハル氏]

先祖供養

クマ送 りの翌朝､男が先に家の中で火の神 (アペフチ apehuci)に ｢先走 り｣を言っても

らい､そのあと､女だけがパケシ p畠kes を膳にのせ､もう1つの膳に先祖に捧げる御馳走を
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のせ､家の外の幣棚 (ヌサ nusa)の端 (ケセケ keseke)に行き､これらのものを散らして

先祖に捧げる｡これをイチヤルパ icarpa という｡御馳走､酒を全部地面にまくということ

はない｡大部分は家の中に持って帰り､皆で食べる｡御馳走として捧げるものには､珍しい魚､

団子､赤飯などの珍しい食べ物､筋子,サケの切 り身などがある｡これらは､′ト皿にのせるが､

音は椀 (イオルシペ ioruspe)に入れた｡イオルシペ ioruspe は､きれいな塗り物の椀 (イ

タンキ itanki)のことだO

[北野ハル氏〕

イチヤルパをするとき､代表の女が次のように祈る｡この祈 りは､父に教わったものだが､

本来は､母親から教わるものだ｡祈 りの文句で父に教わったのは､これだけだ｡

エカシ ウタラ プチ ウタラ､ り-コタノ オカ ワ､ クコエウェペ クス ネ ナ｡

ckasiutarhdciutar,uhekotanookawa,ukoewepekusunena.｢先祖たちよ､よそを向かな

いで､分けあって下さい｣

ウ-コタノというのは､｢よそを向く｣ということ､クコエウェペというのは､分けあうこと

で､ウコイペ ukoipc｢一緒に食べる｣の意味であるO｢クコウサライェ ukousaraye して

エ ヤン eyan｣ともいう｡

[北野ハル氏〕

シヌラブパ sinurappa というのは､イチヤルパ icarpa と同じ意味だが､千歳のことば

では､人を大勢呼んでするイチヤルパ icarpa を特にシヌラブパという｡クマ送 りの翌朝に

する先祖供養は､シヌラブパであるO

[北野-ル氏〕

シンヌラブパ sinnurappa(先祖供養)はカムイノミ kamuynomi(お祭 り)の時にやる

が､それ以外にもシンヌラブパのために人がわざわざ集まってやることもある｡ヌサカムイ

nusakamuy はヌサカムイ､イチヤルパ icarpa するところはイチヤルパするところでイナウ

をこしらえる｡そして､女同士で､おまえはどこそこの神､というふうに分担してやる｡

[石田ナカ氏]

シンヌラブパ sinnurappa(先祖供養)は女だけがやるものではないO前の日､家の裏にチェ

ホロカケプ cehorkakep をたくさん作って立てておく｡翌日､男の人が先に神様にものを言っ

て､こういうことでイチヤルパ icarpa するからっていうこと言ったら､女が トウキ tuki(柿)

もってお酒を注いで､それから一人一人分担 して立てて置いたチェホロカケプの根本にご飯そ

の他の備えものを捧げる｡

レト田イ ト氏]

オメカプ omekap はカムイノミ kamuynomi(お祭 り)した次の日のことを言うのでは

ないか｡だから､オメカブとシンヌラブパ sinnurappa(先祖供養)は関係ない｡

男達がチェホロカケプ cehorkakep をヌサ ケセケ nusakeseke にたくさん立てて､

供物を捧げる分担を女達に割 り当てる｡1本ずつのイナウを指定する0割当は､その家の奥さ
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んではなく､旦那さんだ0-人の男がその場に残 り､これから､シンヌラブパを行 う由を言 う.

女達は､ トウキを手にしてチェホロカケプの頭に酒をかける｡その間男達は家の中で酒を飲ん

だ り話 したりしている｡

レト田イ ト氏]

厚賀の親戚のシンヌラブパ sinnurappa(先祖供養)によばれた時､男がいないのでプチが

呼ばれて先祖供養の指図をしていた｡おまえはテンキアチャボ､おまえは トックリアチャボに

捧げろ､とか｡

レト田イ ト氏]

先祖供養では､昔でも､ひいじいさん､ひいばあさんにまでは供物をあげなかったようだ｡

せいぜい2代前までのじいさん､ばあさんまでで終わ りではないか｡自分の覚えている人まで

やるのではないか｡

[小田イ ト氏]

シンヌラブパ sinnurappa(先祖供養)で妻､夫の血縁で区別 して供物を捧げることはないrJ

捧げた供物はフチカムイ hdcikamuy(火の神)の家采 (クスシク ussiw)がチェホ ロカケ

プに魂を入れて死者の国 (ポクナモシ リ poknamosir)-それを持って行 く｡

レト田イ ト氏]

火の神の ｢お使い (家来)｣は､炉の着座よりの下 (Lも)にいる｡アペサムンカムイ ape

samunkamuy とかアペサムンフチ apesamunhuci と呼ばれる女の神だ｡

[石田ナカ氏]

女は､男からパケシ pakes をもらったらこのウシシクに酒を降 り注ぐ (チクカ cikka),

[小田イ ト氏]

葬式やシンヌラブパの時にチカルカルペ Cikarkarpe(刺繍の入った着物)を着たのは見た

ことがない｡

[小田イ ト氏､石田ナカ氏]

6-5-7.死生観

あの世には､部落があって､人の魂があの世に行けば､その部落で暮 らす｡

[北野-ル氏]

身内がなくなったら､家で葬式をした｡亡くなった人が男なら父親の元-､女ならば母親の

元-行くものとされていた｡送るときに､｢振 り返 らずに行 くんだよ｣(アラバ クス ネ ナ､

ホサ リ サ クノ arpakusunena,hosarisakno)と祈った｡私の子供の時分は､焼き場で

焼いたが､その前は焼かずに埋葬 した｡

[山川キク氏]

シンヌラブパ sinnurappa(先祖供養)で捧げた供物はプチカムイ hdcikamuy(火の神)

の家来が死者の国 (ポクナモシ リ pOknamosir)へ持って行く｡

レJ､田イ ト氏]
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6-5-8.女性とカムイノミ

男のすること (特に神に関係すること)を見たり問いたりする女は､ホィヨメノコ hoyyo

menoko といわれ､叱られた｡火の神 (アペフチ apehuci)は､女の神だが､私はアペプチ

の話を聞いたことがないO女 (メノコ menoko)に神のことを教えるのは､｢法度 (はっと)

するもの｣だった｡

[山川キク氏〕

私の父は､神のことは､｢むずかしい｣(ホカムパ hokampa)から､女には立ち入らせなかっ

たOカムイノミのおり､私が聞き耳を立てて祈 りを聞いていても､他のことをやっていろと叱っ

たO女が神に関することをやると､パ ウチコロペ pawcikorper悪い精神がある者J と叱られ

る｡だから､カムイノミは大きな声で (エタラカ etarka)しない｡女に祈 りの言葉を覚えら

れたら､女にホイヨイタク hoyyoitak されるからだ｡ホイヨイタクというのは､r神様にど

やされるようなことを言う｣という意味だ｡そのようなことをする女をホイヨメノコ hoyyo

mcnoko ともいうOそんなことがあると､エマクコウェン emawkowen する (運が悪くな

る)｡家庭によっては､女であっても (メノコ エネ ヤクカ menokoe-neyakka)人のや

ることは何でも覚えろと､カムイノミの言葉を教えることがある｡

〔北野ハル氏]

カムイノミ kamuyn6mi をしているとき､女は声を出さずに黙っていなければならない

(オリバ ク oripak していなければならない)｡もし何か言ったら､｢しゃべるな｣(イテキ

ネノ ハウェオカ ヤン ! itekininohaweokayan!)と叱られるO

[山川キク氏]

｢あていな｣(ていねいな)女は､酒の残 り (パケシ Pakes)をもらったら､飲む前に､自

分の衿首に酒を付ける｡これは､自分の守 り神に ｢威勢をつける｣(元気付ける)ためだ｡男に

も守 り神がいるのだろうが､男はそういうことをしない｡カムイノミ kamuynomi をして､

直接神に物を言えるからだ｡(千歳編6-4-9参照)

[北野ハル氏]

イチヤルパ icarpa(先祖供養)をするときの祈 りの文句は､本来は､母親から教わるもの

だが､私は父親から習った｡祈 りの文句で父に教わったのは､これだけだ｡(千歳編6-5-6

参照)

[北野ハル氏〕

火の神の ｢お使い｣(ウスシウ uSSiw)は､炉の着座寄 りの下 (Lも)にいて,アペサムン

カムイ apeSamunkamuy とかアペサムンフチ apesamunhuci と呼ばれる女神だ｡

女が男からパケシ Pakes(火の神への祈 りの時の酒の残り)をもらって酒をふり注ぐのはこの

神だ｡(千歳編 6-5-1参照)

[石田ナカ氏､小田イ ト氏]
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6-6.人間の動作 ･仕草

訪問 ｡挨拶

客が人の家を訪問するさい､戸口でエフエエエ 占hd666というものだ｡子供の頃､家に入

るとき､年寄りをからかうため､和人風に ｢こんにちは｣と言って入ると､年寄 りは ｢何でそ

んな､に んにちは』って言う｣と叱った｡

[山川 キク氏〕

低い声でハープ hap と言って指を鼻の下につけ､左から右-動かすのは､ごちそうになっ

たときなどにする女の動作で､男はしない｡色々世話になったという意味でする｡私のおかあ

さんは､久しぶりに会った髭の長い年寄りの人に挨拶されて､オンカミ 011kami(拝む)され

た時にもそうやったのを見た｡歩いている途中だったが､被り物を取って座った｡すると相手

の人は.おまえが子どももなくしたという話を聞いても会いに来れなかった｡この通 り歳行っ

たもんだから来れなかった､という意味の挨拶をしていた｡

若者が何年もエンヌカル カ ソモキノ アン アイネ エンヌカル Cn-nukarkasomokino

anayneen-nukar(私に会わないでいて会 う)すれば､私はタサ tasa(お返しに)ハープ

セコロ hapsekor(ハブと言って)挨拶するo

[白沢ナベ氏]

タサ カニ カ ケ トウ クカラ ア ワ tasakanikak-ctuku-karawarお返しに私

もあいさつしたよ｡｣

[白沢ナベ氏〕

女同士の挨拶は座って抱き合ってさすり合って､顔をくっつけてやる｡お母さんとお母さん

ぐらいの年の人がやっていた｡-ンバクパ カ ウヌカラ アン カ ソモキ henpakpaka

unukar-ankasomoki(何年も会わなかった)と言って､-ンバ ク パ カ ニチヌカル カ

ソモキ｡エシリキラブ ハウェ クヌ コロカ ケク カ ニアイカブ ,Jコンネ プ ネ

クス クケマ パセ ワohenpakpakaeci-nukarkasomoki.csirkiraphawcku-nukorka

k-ekkaeaykap.k-onnepnekusuku-kemapasewa｢何年も会わなかったO不幸の話を開

いても来れなかった｡年取って足重くて｡｣と､泣きながらやる｡その後､手を交差して握 りあっ

て泣いていた｡こういう女の挨拶をウムサ umusa と言 う｡

[白沢ナベ氏]

座り方

女性の ｢ねまりかた｣(座 りかた)をモノア mdnoa といい､男性のあぐらをウキロセレ

ukirosere という｡

[山川 キク氏〕

コクカサパ カシ タ ア kokkasapakasitaa(正座する)｡

〔白沢ナベ氏]
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ウエソプキ uesopki は､カムイノミさい､祈り言葉が言える男たちが､向い合って2列に

並んで座ることである｡カムイノミを主宰する人 (火の神 [プチカムイ hdcikamuy]に祈る

[ノミ ndmi〕人)は､北側の列の一番下座 (炉のそば)に座り､この向いに､家の神 (チセ

コロカムイ Cisekorkamuy)に祈る人が座るOこの人の右には､酒を鉢 (パッチ patci)か

ら汲み､ニ トクヌプ etunup に入れる人､サケコロクル Sakekorkur が座る｡サケコロ

クルの後には､ウエソプキしている男達にニ トウヌプから酒を注ぐ (イオマレ iomare)女が

控えているO女は､一番最初に主催者にイオマレする｡主催者は､男たちにどの神に祈るかを

指定する｡戸口の神 (アパサムンカムイ apaSamurlkamuy に対して祈ることを指名され

た者は､他の男達の祈りが終った一番最後に次のように言って祈る｡｢ピリカカムイ エク pirka

kamuyek して アナク エアパチャカ anake-apacaka､ウェンペ ェク WenPeek

して アナク エアパコキク クス エアン ルウェ ネ ナ anake-apakokikkusue-an

ruwenena｣これは､｢いい神が来たら戸をあけ､憩いのが来たらたたけ｣という意味だ｡カムイ

ノミが終れば､男たちは､妻を呼びよせパケシ pakes をやる｡酒は､一旦もらえば､もらっ

た人のものだ｡飲み切れずに残った酒 (イエメトウ iemetu)は､瓶などに入れてとっておく｡

[石田ナカ氏]

アペフチカムィに祈 る人 (主宰者)

.i./;
△ △ △ △ △

エウ トウンネ □○ エロンネ

オ ッチケ パ ッチ

チセコロカム イに祈 る人

一一＼っ △ △ △ △ △

○ 酒を配る女性

図3.カムイノミの座 (ウエソプキ)

_牟礼

自分の家の人がクマをとって来て､そのうちの奥さんがクマの肉をもらうときもハ-プ hap

と言ってオリバク Oripak(慎む)して食べないとまたクマさんが入ってこないから､と言っ

てやっていたのを見たO

[白沢ナベ氏〕

食事の作法

クマの胸の肉ヌマッ numat は大事な部分なので､ハープと感謝して食べないといけないC

[白沢ナベ氏〕

クマの鎖骨は大事な部分だから､旦那のお椀によそう｡
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〔白沢ナべ氏]

箸の持ち方は和人 と同じだ｡

[白沢ナべ氏]

2つ 3つ位の子供はすごくこぼす｡そ うい う時､シネ アマム ヌム カ ア エ ソモキ

コル チシ ペ ネ ナ (一粒でも食べないと粒が泣くものだ)､そ ういう食い方するもの

でない､という｡魂あるから芽出すのだから､とうるさかった｡

[白沢ナベ氏]

クマの肉はカリンカリンと音出して口大きく開けて食べるものではないと言われる｡食べ方

の荒い子供はアルウェンクル イペ ユキ シリ ネ ワ aTWenkuripee-kisirinewa(秦

当の貧乏人の食べ方をおまえはしているよ)と叱られる｡音を立てて食べるのもよくない｡ウェ

ンカムイ Wenkamuy(悪い神)は腹が-っているから,そ う言 う時は喜んで向って来る｡そ

うなると大変だOイテキ フミヒ アシテノ イペ ヤン itekihumihiastcnoipeyan(普

を立てないで食べなさい) と言われる｡

[白沢ナベ氏]

オリバ クノ イペ アン ペ ネ ナ oripaknoipe-anpenena(落ち着いて食べるもの

だ)と言われる｡イテキ アシケペッ アニ ニマクトウル ア カル ペ ネ ナ itckiaskcpct

aninimakutura芯karpeneⅠ1a(指で歯の間をほじるな)とも言われる｡汁飲むのに書立てて

も怒られる｡-マンタ イペ ェキ フミ アン hemantaipee-kihumian(なんてい う食

べ方だ) と怒 られる｡

[白沢ナベ氏]

星型皇

左利きに対 しては､うるさく直さなかったので､昔でもよくいた｡ハ リキ テ ク エイワン

ケ harkitekeywanke(左手を使 う)｡

[白沢ナべ氏]

視線

首をかしげるはオクケウェ カイェ okkewekaye とも言 うし､レウェ rewe とも言 うO

肩痛い時など､どのくらい痛いか様子をみる時にする｡これはなんだろう､と不思議に思 う時

はよくよく見る｡そのことをピリカノ ヌカラ pirkanonukar(よく見ろ)と言 う｡人の言っ

ていること嘘だと思って首をか しげることはないようだoお父さんやったのを見たことないO

ネプ カ ビリカノ ア ヌカル ペ ネ ナ nepkapirkanoa-nukarpcncna｢何かよ

く見るものだ｣と言われた｡

[白沢ナベ氏]

シクトモモ siktomomo とい う言葉は知 らない｡

シクトココ siktokoko は ｢目玉をひっくり返 して白目を出して見るJことだ｡なにかいた

ずらでやるようなことらしかった｡道で知合いに会った時､物をい うかわ りにいたず らでやっ

- 42-



て笑って通り過ぎるようなものだった｡

シカニ ウェンネ アンペ ヌカラ Sikaniwenneanpenukar と言えば｢悪く見る｣と

いう意味になる｡口に出して言えないからにらむということだ｡ トアンクル ウェンネアンペ

ウェン エンヌカル キ キ カネ -マンタ エンコルシカ プ ネ プ ネ toankur

wenneanpewenen-nukarkikikanehemantaen=koruskapnepne｢あの人私をにらん

で､何を怒っているのだろうoJと言う｡シク アニ ウェンネアンペ クヌカルヌカル アク

ス シグラナアッテ sikaniwellneanpeku=nukamukarakusu,sikeranaatte｢目で悪い奴

をじっと見たら目を伏せてしまった｡｣

【白沢ナべ氏]

怒った時の仕草

イルシカ ワ パブシ トウリリ iruskawapapusturiri(怒って口をとがらす)｡タアン

クル ク コイルシカ クス ク コパブシトクリリ ワ エウン クイタク カ ソモキノ

カン taankurku-koiruskakusuku-kopapustuririwaeunku-itakkasomokinok=an(こ

の人に腹を立てて口をとがらす)Oペネ クス シヌマ カ ニネコタ シネ イタクカイェ- カ ソモ

キpenekususinumakaen碓kotasineitakkayekasomoki(なもんだから､自分も私に

一言もいわない)D

[白沢ナベ氏]

威張る時の仕草

ノッタララ nottarara(あごを上げる)､エネノッタララ en-enottarara(わたしにいぼる)｡

[白沢ナベ氏]

6-8.交易 ･通婚 ･戦争

クマの皮は内地に持って行った｡皮買いが来ていた｡

レト田イ ト氏]

シントコ Sintoko(行器)､トウキ tuki(杯)､パッチ patci(鉢)などはアイヌのものと

はいいながら､皮と交換に内地から持って来たものだ｡アイヌが作ったものではない｡

レJ､田イ ト氏]
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